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        編集担当のひとコト    

こんにちは。4 月より環境課自然環境係に配属されました丸山です。 

この３ヶ月で色々な事を体験しましたので、少しご報告をさせていただきます。

4 月には、新八水路で胴長を着て投網の練習をしました。陸上では出来て（？）

いたのに、実際に水の中に入ると思うように広がりませんでした。 

5 月には、カラスが巣をつくり威嚇しているとのことで、現場へ向かいました。

早速、７階の廊下から下を見下ろすとヒナを発見！親ガラスが威嚇をしながら手

すりに止まり目が合ってしまいました(+_+；) 現場に行く時は、ヘルメットと傘

は必要！！と再認識しました。 

そして、6月に入り小学校でヤゴ取りをするため、網の貸し出しをしたところ、

返却の際に赤トンボとギンヤンマのヤゴを１匹ずついただきました。赤トンボは、

土、日に羽化して飛び立ちました。現在は、ギンヤンマを育て観察中です。元気

に飛び立っていってほしいです。 

これからも、身近な自然に触れ合いながら、観察していきたいと思いますので

よろしくお願いいたします。 

＊＊＊丸山＊＊＊
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【調査区２】 計２１種 

〈鳥類〉コアジサシ、ツバメ、コガモ、ツグミ、コサギ、 

カワセミ、シジュウカラ 

〈昆虫〉クロアゲハ、ナミアゲハ、ツマグロヒョウモン 

〈植物〉アカメガシワ、スギナ、ナガミヒナゲシ、 

シロツメクサ、スズメノエンドウ、 

イモカタバミ、オオバコ、カントウタンポポ 

<爬虫類> ミシシッピアカミミガメ、ウシガエル 

<底生動物> ベンケイガニ 

【調査区５】 計２５種 

〈鳥類〉コアジサシ、ツバメ、オオヨシキリ、 

コガモ、ツグミ、ウグイス、コサギ、 

カワセミ、コゲラ、シジュウカラ 

〈昆虫〉クロアゲハ、ナミアゲハ、 

ツマグロヒョウモン、アカボシゴマダラ 

〈植物〉アカメガシワ、スギナ、ナガミヒナゲシ、 

シロツメクサ、スズメノエンドウ、 

イモカタバミ、セリ、オオバコ 

カントウタンポポ、ツユクサ、 

〈爬虫類〉ニホンカナヘビ 

【調査区４】 計７種 

〈鳥類〉ツバメ、ツグミ、ウグイス、 

シジュウカラ 

〈植物〉スギナ、カントウタンポポ 

〈爬虫類〉ミシシッピアカミミガメ

【調査区３】 計１９種 

〈鳥類〉コアジサシ、ツバメ、 

ツグミ、コサギ、カワセミ、 

シジュウカラ 

〈昆虫〉クロアゲハ、ナミアゲハ、 

ツマグロヒョウモン 

〈植物〉アカメガシワ、スギナ、 

ナガミヒナゲシ、シロツメクサ、 

スズメノエンドウ、イモカタバミ、

カントウタンポポ、ツユクサ 

<爬虫類> ミシシッピアカミミガメ 

<底生動物> ベンケイガニ 

赤字は外来種だよ 

【調査区１】 計３種 

〈植物〉ナガミヒナゲシ、 

シロツメクサ、

イモカタバミ 
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上記の写真は、4 月に石鍋壽一さんが区北東部で撮影され

たアリアケスミレです。私はまだ見たことがありませんが、

これからは、道端のお花にも目を向けて歩いてみます♪ 

レポーターが見つけた 

ア
リ
ア
ケ
ス
ミ
レ
は
、
ス
ミ
レ
属
の
植
物

の
ひ
と
つ
。

ス
ミ
レ
に
よ
く
似
た
も
の
だ

が
、
白
い
花
を
つ
け
る
。
た
だ
し
花
色
に
は

変
異
が
多
い
。

ア
リ
ア
ケ
ス
ミ
レ
は
、
根
出
葉
だ
け
を
出

し
、

立
ち
上
が
る
茎
を
持
た
な
い
ス
ミ
レ

で
、
そ
の
姿
、
葉
の
形
、
花
の
形
な
ど
、
非

常
に
ス
ミ
レ
に
似
て
い
る
。
た
だ
し
花
色
が

白
っ

ぽ
く
、
そ
の
点
で
ス
ミ
レ
と
は
は
っ

き

り
区
別
で
き
る
。
同
様
に
白
い
花
を
着
け
る

も
の
に
シ
ロ
ス
ミ
レ
が
あ
る
が
、
本
種
の
方

が
人
里
近
く
に
よ
く
見
ら
れ
、
は
る
か
に
普

通
で
あ
る
。

名
前
は
有
明
に
由
来
し
、
花
の
色
の
変
異

に
ち
な
む
と
い
わ
れ
る
。

3



  平成最後の春景色

                弥生桜そう

今年の春の訪れほど気まぐれだった年があっただろうか…。今年

は正月から厳冬に襲われ尚更春が待たれたが、昔の冬の寒さはこん

なものではなかったと振り返った。朝は霜柱が立ち、天水桶には厚

い氷が張っていた。今ではそんな日々を覚えている人は少なくなっ

ている。それは地球温暖化もあり、暖房の利いた部屋でぬくぬくと

日々を送っているのもあるだろう‥‥。

三月は春を思わせる日と真冬のような日が交差した。その間じっ

と春を待っていた人たちは桜の開花が待たれた。それらを想い、い

つ頃咲くのだろう……と楽しみにしていた。寒空に桜の蕾がまだ

黒々としていても、それらが咲きほこる姿を思うと胸が膨らむ。そ

して次の日は寒風が吹き荒れると、まだまだ先の日だと思ったりし

た‥‥。とにかくあのころ、桜の開花に一喜一憂だった。

 彼岸の入りに開花宣言がなされた。一輪が咲くと都内の桜はたち

まち満開になった。その間も寒暖は繰り返した。それ故に桜の花は

二十日間ほども咲き続けた。私たちの熱望に応えてくれたのだ。そ

の間雨に降られなかったから、今年の観桜は最高であったといって

好いと思う。今、日本の桜の美しさは世界中に知れわたっているよ

うで外国からの観光客も多いし、これからますます増えていくこと

だろう。

それに来年は東京オリンピックがいよいよ開催されるから美しい
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風景ばかりでなく日本の文化を PRする好い機会だろう。

 桜が終わると草木は次々に開花してゆく。朝、私は目覚めれば外

に出て花を観る。椿は赤も白も咲揃い、清楚なシャガは純白の絨毯

を敷き詰めたようで見事である。ハナニラはかわいい、増えすぎて

困るほどの野芥子は蕾をつけて順番を待っている。歌に歌われた二

輪草は二輪咲く、ひっそりと。

  令和元年 5月 1日
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 梅の実が実るころ

弥生さくら草

改元が行われ年号が令和になりました。初めのうちは慣れないままにまごつ

いたけれど、今では身についたようです。長い昭和の後の平成の時代は変革や

災害も多かったけれど過ぎてみれば懐かしいことが多い。

今年は異常に気温が変動して六月なのに真夏のような日もあり、また昨日今

日のあまりの低温に既に片づけてある暖房器を持ち出した。我慢しても耐えら

れない陽気なのである。外は紫陽花が満開で梅雨空に美しく映えている。近頃

は梅の実を意識しないでいたら、昨日は緑色の梅の実が数個見つかった。最近

家庭で作る梅干しは塩分が多くて敬遠気味だ。我が家でも市販の塩分のごく少

ないものを利用している。それでも折角実った実をそのままに出来ないと、物

干し竿を持ち出して揺らして落とした。庭に赤紫蘇が植えてあるから自家製の

梅干しが少量だが出来るはずである。

ジャムの空瓶に塩をまぶしてそれを卓上に置いた。時々見て転がせば黴が生

えることはないだろう。水が上がったら赤紫蘇を塩で揉んで漬ければ梅干しが

出来上がり。（赤紫蘇は毎年芽こぼれで嫌という程芽が出る。紫蘇ジュースにも

使用可能だ）こういう筋書きで試みた。完全食品の梅干しは塩分が強いから嫌

われがちであるが自家製は何とも嬉しいのだ・・・・。

タチアオイも毎日花が咲き翌日には萎んでいく。先日は蛍袋が鈴なりに咲い

た。郷愁のある花でそれを見ると幼かったあの頃を思う。毎朝この花を探すの

が夏休みの頃の慣例だった。

令和 1年 6月 15日
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３月１日 パンジーとアリッサム水元２丁目   ３月７日  スイセン 水元３丁目

３月７日 セリ↑          ←水元３丁目→     ソメイヨシノ↑

３月２７日 ハナニラ↓                    ムベ↓

春は眩い光と共にやってきました。水辺には「セリ」が繁茂し、少し葉先を手にとってみると何と豊かな春

の香りなのだろう！スイセンやサクラも咲き、近頃は珍しくなったムベの花も咲きました。微かな春の光を樹

木の葉影から受けてハナニラも凛と咲いていました。春３月！今年も確実にやってきました。平成最後の春！
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４月１日 ツバメ 水元２丁目 自宅       ５月２７日 ドクダミ 水元３丁目

５月２７日 ヘビイチゴ↑     水元３丁目     ↑ハサミムシ

５月２９日 ヒキガエル→

ホウズキ ↓ クリの花↓

我が家に２０年前から世代交代しつつ、毎年営巣する家族同様の「ツバメ」が今年は新しい年号を迎えた４

月１日に姿を見せてくれました。５月の花「ドクダミ」「ヘビイチゴ」「ホウズキ」は純白の美しさを表現中で

す。「クリ」の花は独特の香りを放ち、新緑に少し深みを持たせた細長い葉を支えにし、クリーム色の特色のあ

る個性的な花が満開になっています。観察写真記録をしていると、近くで幼児が、「ハサミムシ」を手に取り、

私に記録写真を撮らせてくれました。（※５月２９日には調査区外の四ツ木にてヒキガエルを見つけました。）

 偉大なるたったひとつの地球が未来永劫に続きますように、令和の時代の初めに願わずにはいられません。
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「ヤセウツボ」 

５月 場所：区北東部 

名前：石鍋 壽一さん 

「アリアケスミレ」 

４月 場所：区北東部 

名前：石鍋 壽一さん 

「チビシジュウカラ（グリーンプラザ）」 

場所：水元公園 

名前：高橋 雅子さん 

「カワセミ」 

３月 場所：区北東部 

名前：石鍋 壽一さん 

21



「ツクシ」 

3/22 場所：お花茶屋 

名前：Ｒさん 

「カントウタンポポ」 

4/7 場所：お花茶屋 

名前：Ｒさん 

「サボテンマン」 

5/23 場所：お花茶屋  

名前：Ｒさん 

「河津桜」 

3/15 場所：西亀有 

名前：ＲＹＵさん 

「三態揃い踏みっ！」 

場所：新小岩 

名前：鷲田 秀和さん 
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「満開」 

4/5 場所：西亀有小 

名前：ＲＹＵさん 

「びわ」 

5/31 場所：西亀有 

名前：ＲＹＵさん 

「ドクダミ」 

5/27 場所：水元３丁目 

名前：佐々木 定治さん 

「背～高っ！」 

場所：新小岩 

名前：鷲田 秀和さん 

「何者？」 

場所：新小岩 

名前：鷲田 秀和さん 
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調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

2
34 54
4

70 102
8

65 125
1

421
10

44 75
2

18 31
1
72
2

53 78
88

27 199
1

112
13

21 31
1
82

計 10種類118個体 2種類15個体 0種類0個体

・

・

・

・

・

・

・

2

3

4

5

6

【今後の調査日】　4月21日（日）5月12日（土）6月22日（土）7月6日（土）8月10日
（土）

HP（　http://shigenori1.jimdo.com/　）　新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成
典】

ア ユ

オ イ カ ワ

ゲ ン ゴ ロ ウ ブ ナ

葛飾柴又新八水路　魚からの便り 260

262

備　　考2019/3/23

ア シ シ ロ ハ ゼ1

ワ カ サ ギ

サ ケ

デ メ モ ロ コ

10 マ ル タ

11 メ ダ カ

9 ボ ラ

タイリクバラタナゴ

　　　　　　　9月29日（日）

久々の参加になりましたが、オイカワを二匹採ることことができてとても嬉しかった。
(MO)

7

12

水位が低く採集ができなかった新八ワンド。水位が戻ったのに前回より個体数が減った
新八水路。水温より低かった気温。（SI）

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小-最大範囲（単位：mm）

【参加者コメント】

厳冬のような寒さで厳しい調査だったが、久し振りに多数の参加者があり、多種の魚が
採れた。
20-30㎜代のボラ未成魚が群で採れた。26節の細かい目合いの投網でも抜け落ちる程の小
さい個体が春を告げていた。
アユとワカサギが同じ投網で採れた。同じようなサイズだったから一緒に泳いでいたの
かもしれない。小田原の田んぼの中でもメダカとオイカワが混泳しているのを見たこと
がある。同じ大きさの子どもは異種の認識が曖昧なのかもしれない。(YK)

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて12種類133個体の魚類が採集されました。
なお、新八ワンドは水がほとんどなく、水たまりでカエルの幼生が採れただけでした。
曇り、気温7.7℃、水温 本流13.3℃、新八水路10.8℃、新八ワンド11.1℃（15時30分頃
測定）

朝、水路の斜面に、モズの巣立ち雛と親がいて、脅かさないようにと、調査が後回しに
なりました。初ツバメと、わずかに日の射した午後に、ヒバリの初鳴きを聞きました。

8 ヌ マ チ チ ブ

24



調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

24
42 65
2

98 106
11

62 134
1
35

1
100
2 1

143 240 365
1
266

1
28

1
101
1
59
4

102 149
31

28 72
1
65
59

31 268
2

22 26

計 12種類138個体 2種類2個体 2種類3個体

・

・

・

・

・

・

・

2

3

4

5

6

カ ダ ヤ シ

【今後の調査日】5月12日（日）6月22日（土）7月6日（土）8月10日（土）9月29日（日）

HP（　http://shigenori1.jimdo.com/　）　新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成
典】

13 ハ ス

14 ボ ラ

9 ツ チ フ キ

葛飾柴又新八水路　魚からの便り 261

263

備　　考2019/4/21

ア シ シ ロ ハ ゼ1

ア ユ

オ イ カ ワ

特定外来

カ マ ツ カ

コ イ

10 デ メ モ ロ コ

11 ニ ゴ イ

ギ ン ブ ナ

気候は先月(3月)と比べ、驚くほど暖かくなり、川でも春の訪れを感じました。
魚の種類も前回より増え、1回1回投網を打つのが楽しかったです。よく取れたオイカワ
やヌマチの他に、小さいボラがわんさか取れてびっくりでした。(AN)

7

15

8 タイリクバラタナゴ

メ ダ カ

12 ヌ マ チ チ ブ

1週間ほど前に新八水路で大きな魚影を確認していたが、採られたのは40センチ近いギ
ンブナだった。ノッコミで水路に来て水位が下がった時に本流に逃げそこなったと思わ
れる。もちろん測定後は本流に放した。（SI）

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小-最大範囲（単位：mm）

【参加者コメント】

J女子大とE大学の学生さん多数が参加して投網が足りなくなる有り様だった。一昨年は
懸命に投網を教わっていた人が、今度は新入生を教える側になっていて、春の成長を感
じた。
ここ数年、ニゴイの個体数が増加している気がする。底質の悪化が原因でないことを祈
る。一方で久し振りにカマツカが採れた。砂底域もまだ近くに残っているのだろう。前
日に訪れた国分寺の湧水も著しく減少や枯渇をしており、水害にならない程度の大雨が
欲しい。(YK)

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて15種類143個体の魚類が採集されました。

曇り時々晴れ、気温22.5℃、水温 本流21.1℃、新八水路22.8℃、新八ワンド22.6℃
（15時頃測定）

午前中、カヌーの人達と一緒になりました。新八付近は車で川にアクセスでき、魚採り
だけではなく、様々な人にとって、水辺に親しみやすい場所になっているようです。船
着き場から眺めたら、遡上するボラの群れや、水面で採食しているオイカワ（？）が、
よく見えました。たまには網を持たずに観察するのも、魚の動きや速度がわかるように
なる、気がします。(KI)
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調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

20
31-62

1
92
12

70-123
15 144

18-24 13-24
3

16-23
7

153-209
4

45-60
1
23
4

100-125
12

43-74
66

36-54
1

111
1
23
(8)

15-19
(1) (2)
12 13-15

計 10種類128個体 1種類15個体 3種類148個体

・

・

・

・

・

・

・水路とワンドでメダカもカダヤシも確認できず。こんなことは記憶にない。カダヤシ
が確認できないことは嬉しいことだがメダカは心配だ。（SI）

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小-最大範囲（単位：mm）

【参加者コメント】
新八ワンドで数年振りにギンブナの未成魚多数が採れた。ワンドが産卵場所として利
用されたのが嬉しい。しかし同サイズのコイ数個体が混じり、識別にはかなり注意が
必要だった。
久し振りにウグイが採れた。柴又付近の江戸川ではよく似たマルタの方がずっと多い
が、側線上の鱗数が少ない、生臭くない、やや体高が高い、尾柄部に平仮名の『く』
の字に似た黒い小さな色素の集まりがある、などの特徴を組み合わせて区別される。
(YK)

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて13種類291個体の魚類が採集されました。
晴れ、気温20.6℃、水温 本流20.5℃、新八水路18.9℃、新八ワンド22.9℃（15時頃測
定）

水中の方が暖かく感じるような、やや強めの風のせいか、魚の多くが底層にいて、網
の下の方で採れてくるように感じました。ボラがあがってこないなんて(KI)

特定外来

先月から暖かくなり、魚の種類が増え、網に入る魚の数も多くなってきた。私は次に
何の魚が入るかなぁと楽しんで投げていたが、寒い時の方が網に入った魚に達成感が
あり、その方が楽しかったーと言う人もいて、びっくりでした！(AN)

7

15

8 ス ミ ウ キ ゴ リ

( フ ナ ssp.) 参考

12 マ ハ ゼ

コ イ

ス ズ キ

10 ヌ マ チ チ ブ

11 ボ ラ

コ ク チ バ ス

9 ニ ゴ イ

葛飾柴又新八水路　魚からの便り 262

264

備　　考2019/5/12

ア シ シ ロ ハ ゼ1

ウ グ イ

オ イ カ ワ

ギ ン ブ ナ

【今後の調査日】6月22日（土）7月6日（土）8月10日（土）9月29日（日）
HP（　http://shigenori1.jimdo.com/　）　新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤

成典】

13 マ ル タ

14 ( コ イ ssp.) 参考

2

3

4

5

6
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葛飾柴又新八水路　魚類出現状況
調査次数

年       次

回　数・日　程

No.

1 イ セ ゴ イ ●
2 ウ ナ ギ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 ワ カ サ ギ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ア ユ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 サ ケ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 タ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 ス ゴ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 デ メ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○

9 ヒ ガ イ 属 ● ○ ○ ○ ○ ○

10 ニ ゴ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 カ マ ツ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 ツ チ フ キ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 モ ツ ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 マ ル タ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 ウ グ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 オ イ カ ワ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 ハ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 ワ タ カ ● ○ ○ ○ ○ ○

19 ハ ク レ ン ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 キ ン ブ ナ ●

21 ギ ン ブ ナ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 ゲ ン ゴ ロ ウ ブ ナ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フ ナ 属 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 キ ン ギ ョ ●

24 コ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 コ イ と フ ナ の 雑 種 ● ○ ○ ○

26 ヤ リ タ ナ ゴ ● ○

27 イ チ モ ン ジ タ ナ ゴ ● ○

28 ア カ ヒ レ タ ビ ラ ●

29 タ イ リ ク バ ラ タ ナ ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 ド ジ ョ ウ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 カ ラ ド ジ ョ ウ ● ○ ○ ○

32 ア メ リ カ ナ マ ズ ● ○

33 ナ マ ズ ● ○

34 ク ル メ サ ヨ リ ● ○

35 メ ダ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 カ ダ ヤ シ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 ボ ラ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 メ ナ ダ ●

39 カ ム ル チ ー ● ○ ○ ○ ○

40 ス ズ キ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 オ オ ク チ バ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42 コ ク チ バ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 ブ ル ー ギ ル ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 シ マ イ サ キ ●

45 ヒ イ ラ ギ ● ○

46 ヌ マ チ チ ブ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 チ チ ブ ● ○

48 シ モ フ リ シ マ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 ゴ ク ラ ク ハ ゼ ● ○ ○

50 ク ロ ダ ハ ゼ ( ※ ) ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヨ シ ノ ボ リ 属 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 ビ リ ン ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 ウ キ ゴ リ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 ス ミ ウ キ ゴ リ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ウ キ ゴ リ （ 型 不 明 ） ○

54 マ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 ア シ シ ロ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56 ヒ ナ ハ ゼ ●

地 点 種 類 数 合 計 42 36 40 30 39 27 28 41 23 27 31 11 12 29 11 10 0 5 2 3 5 0 9 5 4 9 4 0 13 5 4 10 2 2 15 4 2 8 4 4 13 2 2 9 3 6 7 3 1 4 4 2 5 4 1 8 2 1 10 2 0 12 2 2 10 2 4

●・・初採取 ※：和名がヨシノボリ（橙色型）からクロダハゼに変わりました。

標　準　和　名＼地　点

本

流

新

八

本

流

49-106

新

八

1-48

48回 58回

96-00 01-06

224-235

2016

12回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

236-247

2017

12回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

254 255 256 257 258 259

2018

1.27 2.24 3.24 4.28 5.12

新

八

ワ

ン

ド

260

1,26

本

流

262

3.23

本

流

新

八

ワ

ン

ド

263

4.21

本

流

新

八

ワ

ン

ド

261

2.10

本

流

新

八

ワ

ン

ド

264

5.12

本

流

新

八

ワ

ン

ド

2019

107 163

06/4 10

57回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

164 223

2011ー15

60回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

248 249 250 251 252 253

6.9 7.14 8.11 9.29 10.27 11.24 12.22

本

流

新

八

ワ

ン

ド

本

流

新

八

ワ

ン

ド

本

流

新

八

ワ

ン

ド

本

流

新

八

ワ

ン

ド

本

流

新

八

ワ

ン

ド

本

流

新

八

ワ

ン

ド

本

流

新

八

ワ

ン

ド

本

流

新

八

ワ

ン

ド

本

流

新

八

ワ

ン

ド

ワ

ン

ド

本

流

新

八

ワ

ン

ド

本

流

新

八

ワ

ン

ド

本

流

新

八

2
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自然環境係 電話：５６５４－８２３７（直通） 

★自然環境レポーターに誘ってみませんか★ 

 【申込期日：７月８日（月）から７月２６日（金）まで】 

現在葛飾区では、多くの方に自然や生きものに興味を持ってもらうことが大切だ

と考えています。皆様が参加されているこの「自然環境レポーター制度」は、今ま

で自然観察をされたことがない方でも気軽に楽しんでいただける内容のものとな

っております。今後もこの制度をきっかけに、身近な自然や生きものに興味を持っ

ていただける方々をますます増やしていきたいと区として考えています。 

令和元年度の自然環境レポーターの新規加入者募集も始まります。この機会にぜ

ひ、皆様のお友達や知人の方などを自然環境レポーター制度に誘っていただき、一

緒に研修会に参加したり、環境レポートを友人・知人と相談しながら作成するなど、

レポーター活動が楽しくなるかもしれません。 

もし、ご紹介していただけるお友達や知人の方などいらっしゃいましたら、事務

局までお知らせください。よろしくお願いいたします。 

☆自然環境レポーターの更新の時期になりました☆ 

自然環境レポーターの皆さんには９月１日から１年の任期で活動していただいて

おります。現在のレポーターの皆さんにおかれましては、引き続き活動していただ

きますようお願いいたします。 

手続き上、更新の意思確認を行いますので、恐れ入りますが、更新を希望されな

い場合、８月２３日（金）までに、自然環境係まで電話にてご連絡をお願いいたし 

ます。 

☆自然環境レポーター委嘱式・研修会☆ 

委嘱式と研修会につきましては、９月３日（火）午後７時００分から、「かつしか

エコライフプラザ ２階研修室」にて行います。年１回の委嘱式ですので、ご出席

をお待ちしております。※詳細は、後日ご案内いたします。 

環境課からのお知らせ 

お友達や知人の方など 
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☆カンタンと秋に鳴く虫を聴く会☆ 

日   程 会   場 講  師 

８月２１日（水） 西亀有せせらぎ公園（西亀有 1-10-1） 土岐 秀則先生 

８月２９日（木） 北沼公園（奥戸 8-17-1） 佐久間 浩先生 

９月２０日（金） 青戸平和公園（青戸 4-23-1） 佐々木 洋先生 

☆新八水路で魚類調査を行います☆ 

日 時  ８月１０日（土）、９月２９日（日） 

午前１０時～午後４時ごろ   

場 所  江戸川河川敷 寅さん記念館下まで直接お越しください。 

持ち物  着替え、昼食、飲み物 、首に巻くタオル、短くないソックス 

詳しくは、ＨＰ（http://shigenori1.jimdo.com/） 
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「水辺のふるさとかつしか」第３０９号 

（葛飾区 自然環境レポーター通信第２６１号） 

 令和元年７月５日 発行 

葛飾区環境部環境課自然環境係 

〒１２４－８５５５ 葛飾区立石５－１３－１ 

℡（３６９５）１１１１ 内線３５２２～３ 

直通電話 （５６５４）８２３７ 

ｆａｘ     （５６９８）１５３８ 

「水辺のふるさとかつしか」の内容について、お間違い等お気づきの点があり

ましたらお知らせください。 


